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◇
第
１
・
第
２
・
第
３
展
示
室
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長
谷
川
等
伯
展

　
　
　
　
　

～
大
徳
寺
と
等
伯
を
中
心
に
～

 

８
月
10
日
（
土
）
～
９
月
16
日
（
月
・
祝
）

［
会
期
中
無
休
］

　

今
年
、
安
部
龍
太
郎
氏
の
小
説
『
等
伯
』
が
直
木
賞
を

受
賞
さ
れ
、
全
国
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る 
“
等
伯
”
で
す

が
、今
年
も
ま
た
七
尾
美
術
館
恒
例
の
「
長
谷
川
等
伯
展
」

が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

能
登
国
七
尾
出
身
の
長
谷
川
等
伯
（
１
５
３
９
～

１
６
１
０
）。
は
、
す
で
に
20
歳
代
に
は
信
春
の
名
で
絵

仏
師
と
し
て
活
躍
、
そ
の
頃
に
は
京
都
を
往
来
し
、
30
歳

代
中
頃
に
正
式
に
京
都
へ
移
住
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
一
時
期
狩
野
派
に
学
ぶ
も
、
当
時
一
級
の
文
化
人
た

ち
と
交
流
し
、
一
派
を
成
し
て
豊
臣
秀
吉
な
ど
の
御
用
を

務
め
ま
し
た
。

　

そ
の
等
伯
が
、
塔
頭
寺
院
を
含
め
る
と
最
も
多
く
の
作

品
を
遺
し
た
の
が
大
徳
寺
で
す
。
京
都
紫
野
の
地
に
建
つ

大
徳
寺
は
、
鎌
倉
時
代
の
創
建
以
来
、
長
い
歴
史
と
高
い

格
式
を
誇
る
臨
済
宗
大
徳
寺
派
の
大
本
山
で
す
。
数
々
の

名
僧
を
輩
出
し
、
茶
の
湯
を
は
じ
め
日
本
文
化
に
多
大
な

影
響
を
与
え
ま
し
た
。
等
伯
も
錚
々
た
る
面
々
が
集
う
こ

の
場
所
で
多
く
の
こ
と
を
学
び
、
こ
こ
を
舞
台
に
数
々
の

名
作
を
制
作
し
た
の
で
す
。

　

シ
リ
ー
ズ
18
回
目
と
な
る
本
年
は
、「
大
徳
寺
と
等
伯
」

に
焦
点
を
あ
て
、
一
部
関
連
史
料
や
信
春
時
代
作
品
な
ど

も
併
せ
、
５
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
23
点
を
紹
介
し
ま
す
。

石
川
県
初
公
開
作
品
が
半
数
を
占
め
、
京
都
で
も
普
段
拝

見
す
る
こ
と
が
難
し
い
作
品
群
で
す
。
是
非
こ
の
機
会
に

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
信
春
時
代
の
山
水
図
■

　

一
昔
前
、
等
伯
の
信
春
時
代
に
描
い
た
山
水
図
は
ほ
と

ん
ど
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
が
、
こ
こ
20
年

程
前
か
ら
新
た
な
作
品
が
数
点
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
本
展

で
は
、２
点（
３
幅
）の
信
春
時
代
山
水
図
を
紹
介
し
ま
す
。

■
信
春
か
ら
等
伯
へ
の
変
遷
■

　

等
伯
は
、
信
春
時
代
に
描
い
た
画
題
を
、
等
伯
時
代
に

も
描
い
て
い
ま
す
。
能
登
時
代
の
仏
画
の
特
徴
と
し
て
、

優
れ
た
色
彩
感
覚
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
上
洛
後
は
さ
ら

に
熟
達
し
た
描
法
は
も
と
よ
り
、
能
登
時
代
に
培
わ
れ
た

優
れ
た
色
彩
感
覚
が
発
揮
さ
れ
て
い
る
の
も
魅
力
で
す
。

　

一
方
、
一
部
の
史
料
に
は
等
伯
が
曾
我
氏
に
師
事
し
た

と
の
記
述
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
信
春
時
代
の「
達
磨
図
」

（
七
尾
市
・
龍
門
寺
）
を
描
く
に
お
い
て
影
響
を
受
け
た

と
さ
れ
る
、「
一
休
さ
ん
」
で
お
馴
染
み
の
一
休
宗
純
が

着
賛
し
た
曾
我
墨
溪
筆
「
達
磨
図
」（
京
都
市
・
真
珠
庵
）

の
複
製
を
、
龍
門
寺
本
と
並
べ
て
展
示
し
ま
す
。
皆
さ
ん

も
見
比
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

■
大
舞
台
は
京
都
紫
野
大
徳
寺
な
り
■

　

大
徳
寺
は
先
程
述
べ
た
よ
う
に
、
文
化
の
拠
点
で
し

た
。
そ
ん
な
大
徳
寺
で
等
伯
は
数
々
の
作
品
を
描
い
た
の

で
す
。
今
回
の
出
品
作
品
だ
け
で
も
大
徳
寺
、
塔
頭
で
は

真
珠
庵
、
三
千
家
の
菩
提
寺
・
聚
光
院
、
細
川
家
菩
提
寺
・

高
桐
院
、
春
屋
宗
園
開
山
の
三
玄
院
、
史
料
を
含
む
と
前

田
家
菩
提
寺
・
芳
春
院
と
、
５
か
所
と
な
り
ま
す
。
さ
ら

に
作
品
は
、
現
存
し
な
い
も
の
の
、
様
々
な
史
料
に
総
見

院
、
龍
光
院
、
龍

源
院
、
大
慈
院
な

ど
の
襖
絵
も
等
伯

筆
と
記
述
さ
れ
て

い
る
の
で
す
。

　

こ
の
大
舞
台
で

活
躍
す
る
に
は
、

高
い
技
量
と
相
当

な
人
脈
が
な
け
れ

ば
無
理
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
人
脈
の
中

に
は
、
一
体
ど
ん

な
人
び
と
が
存
在

し
て
い
た
の
で

し
ょ
う
か
。

平
成
25
年
７
月
６
日
（
土
）
～

　
　
　
　
　
　

10
月
27
日
（
日
）

休
館
日
に
つ
い
て
は
裏
表
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い

⑰右下：「高士騎驢図屏風」長谷川等伯
　京都市・高桐院蔵

⑯下：「四愛図座屏」（部分）長谷川等伯
　京都市・聚光院蔵（前期8/10 ～ 31展示）

⑤
「
羅
漢
図
」
長
谷
川
等
伯　

京
都
市
・
大
徳
寺
蔵
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■
錚
々
た
る
面
々
と
の
親
交
■

　

等
伯
が
大
徳
寺
で
活
躍
す
る
こ
と
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

た
人
物
た
ち
…
そ
れ
は
誰
な
の
か
。
千
利
休
が
そ
の
一
人

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
利
休
が
施
主
と
な
っ
て
建

築
さ
れ
た
三
門
（
金
毛
閣
）
２
階
増
築
部
分
に
、
等
伯
が

天
井
画
な
ど
を
描
い
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
三
門
落

慶
法
要
で
導
師
を
務
め
た
の
が
春
屋
宗
園
和
尚
で
し
た
。

春
屋
は
大
徳
寺
１
１
１
世
で
、三
玄
院
の
開
山
で
も
あ
り
、

等
伯
が
“
和
尚
の
留
守
中
に
描
い
た
”
で
知
ら
れ
る
、
そ

の
和
尚
で
す
。
結
局
許
さ
れ
て
「
山
水
図
襖
」
を
描
き
上

げ
た
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
春
屋
は
大
変
な
高
僧
で
、
錚
々

た
る
大
名
や
茶
人
が
参
禅
の
師
と
仰
ぐ
人
物
で
し
た
。
利

休
も
孫
を
弟
子
入
り
さ
せ
、
細
川
幽
斎
、
小
堀
政
一
（
遠

州
）、
黒
田
長
政
、
古
田
織
部
、
前
田
利
長
、
浅
野
幸
長
、

森
忠
政
な
ど
も
帰
依
し
て
い
ま
す
。
等
伯
は
そ
の
春
屋
の

肖
像
画
を
３
点
も
描
い
て
い
る
の
で
す
。
利
休
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
春
屋
に
も
認
め
ら
れ
た
等
伯
は
、“
天
下
の

絵
師
”
と
い
っ
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。
本
展
で
は
、
そ
の

３
点
の
春
屋
像
を
並
べ
て
展
示
し
ま
す
。

■
能
登
で
の
後
継
者
・
新
出
作
品
■

　

等
伯
が
上
洛
し
た
後
、
能
登
で
の
長
谷
川
派
後
継
者
と

考
え
ら
れ
て
い
る
長
谷
川
等
誉
（
？
～
１
６
３
６
）。
現

在
等
誉
筆
と
確
認
さ
れ
て
い
る
作
品
の
多
く
が「
涅
槃
図
」

で
す
。
そ
れ
が
最
近
の
調
査
に
よ
っ
て
、「
日
蓮
聖
人
像
」

「
鬼
子
母
神
十
羅
刹
女
像
」
が
新
た
に
確
認
さ
れ
、
本
展

で
初
公
開
し
ま
す
。
能
登
に
は
ま
だ
等
誉
の
作
品
が
あ
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
も
是
非
ご
覧
い
た
だ
き
、
新
発

見
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！

《
出
品
作
品
》（
◎
は
国
指
定
重
要
文
化
財
、
□
は
石
川
県
指
定
文
化
財
）

①　

山
水
図 

２
幅 

長
谷
川
信
春
（
等
伯
） 

個
人

②　

山
水
図 

１
幅 

長
谷
川
信
春
（
等
伯
） 

石
川
県
七
尾
美
術
館

③　

日
蓮
聖
人
像 

１
幅 

長
谷
川
信
春
（
等
伯
） 

珠
洲
市　

本
住
寺

④
□
十
六
羅
漢
図 

８
幅
内
１
幅 

長
谷
川
信
春
（
等
伯
） 

七
尾
市　

霊
泉
寺

⑤　

羅
漢
図 

１
幅 

長
谷
川
等
伯 

京
都
市　

大
徳
寺

⑥
□
達
磨
図 

１
幅 

長
谷
川
信
春
（
等
伯
） 

七
尾
市　

龍
門
寺

⑦
□
陳
希
夷
睡
図 

１
幅 

長
谷
川
信
春
（
等
伯
） 

石
川
県
七
尾
美
術
館

⑧
◎
山
水
図
襖 

32
面
の
内
４
面 

長
谷
川
等
伯 

京
都
市　

圓
徳
院

⑨　

牛
図
座
屏 

２
基
（
２
面
） 

長
谷
川
等
伯 

京
都
市　

三
玄
院

⑩
◎
春
屋
宗
園
像 

１
幅 

長
谷
川
等
伯 

京
都
市　

三
玄
院

⑪　

春
屋
宗
園
像 

１
幅 

長
谷
川
等
伯 

京
都
市　

三
玄
院

⑫　

春
屋
宗
園
像 

１
幅 

長
谷
川
等
伯 

個
人

⑬
◎
商
山
四
皓
図
襖 

８
面
の
内
４
面 

長
谷
川
等
伯 

京
都
市　

真
珠
庵

⑭
◎
蜆
子
猪
頭
図
襖 

４
面 

長
谷
川
等
伯 

京
都
市　

真
珠
庵

⑮　

玉
甫
紹
琮
像 

１
幅 

長
谷
川
等
伯 

京
都
市　

高
桐
院

⑯　

四
愛
図
座
屏 

２
基
（
４
面
） 

長
谷
川
等
伯 

京
都
市　

聚
光
院

⑰　

高
士
騎
驢
図
屏
風 

４
曲
１
隻 

長
谷
川
等
伯 

京
都
市　

高
桐
院

⑱　

日
蓮
聖
人
像 

１
幅 

長
谷
川
等
誉 

石
川
県　

本
圡
寺

⑲　
鬼
子
母
神
十
羅
刹
女
像 

１
幅 

長
谷
川
等
誉 

石
川
県　

本
圡
寺

⑳　

曼
荼
羅
本
尊 

１
幅 

日
有
（
写
） 

石
川
県　

本
圡
寺

㉑　
紫
野
芳
春
院
御
建
立
以
来
縁
起 

２
巻
内
１
巻 

宥
峯
宗
恕
（
写
） 

京
都
市　

芳
春
院

◆
参
考
展
示
◆

㉒
複
製
松
林
図
屏
風 
６
曲
１
双 

石
川
県
七
尾
美
術
館

（
原
本
：
長
谷
川
等
伯
／
東
京
国
立
博
物
館
）

㉓
複
製
達
磨
図 

１
幅 
京
都
市　

真
珠
庵

（
原
本
：
曾
我
墨
溪
／
真
珠
庵
） 

※
⑬
は
前
期
（
８
／
10
～
８
／
31
）、
⑭
は
後
期
（
９
／
１
～
９
／
17
）
展
示
。

　

⑯
は
前
期
・
後
期
で
表
裏
展
示
替
え
。

◇
観
覧
料

●
特
別
講
演
会

　

日
時　

８
月
18
日
（
日
）
午
後
２
時
～

　

講
師　

武
田 

恒
夫 

氏
（
美
術
史
家
）

　

演
題　　
「
等
伯
と
大
徳
寺
―
障
壁
画
を
め
ぐ
っ
て
―
」

☆
ご
聴
講
の
方
全
員
に
、
等
伯
関
連
ハ
ガ
キ
を
１
枚
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。

●
二
人
語
り
芝
居
「
等
伯
～
静
寂
の
も
の
の
べ
～
」

日
時　

８
月
25
日
（
日
）
午
後
２
時
～

出
演　

や
す
き
ひ
ろ
こ
、
吉
田
智
也

　
　
　

ユ
ン 

ツ
ボ
タ
ジ
（
竹
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
）

　

※
８
月
10
日
午
前
10
時
よ
り
当
館
で
整
理
券
配
付
。

●
等
伯
と
О
Ｅ
Ｋ　

時
代
を
超
え
た
共
演

　
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
金
沢
設
立
25
周
年
記
念

　
　
　

県
内
縦
断
コ
ン
サ
ー
ト
七
尾
公
演

　

日
時　

９
月
８
日
（
日
）
午
後
２
時
～

※
８
月
10
日
午
前
10
時
よ
り
当
館
及
び
、
石
川
県
立
音
楽
堂

チ
ケ
ッ
ト
ボ
ッ
ク
ス
で
整
理
券
配
付
。

　

詳
し
く
は
６
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

　

右
記
催
し
は
全
て
入
場
無
料
、
会
場
は
当
館
ア
ー
ト
ホ
ー
ル
、

　

定
員
２
０
０
名
（
先
着
順
）。

○
ス
ペ
シ
ャ
ル
講
座
【
参
加
無
料
・
要
観
覧
券
】

　

日
時　

９
月
１
日
（
日
）
午
後
２
時
～

　

講
師　

当
館
学
芸
員

　

定
員　

15
名
（
先
着
順
）

※
８
月
10
日
午
前
10
時
よ
り
電
話
申
込
受
付
開
始
。

　
　
　
　
　

七
尾
美
術
館　

☎
０
７
６
７
（
53
）
１
５
０
０

　

友
の
会
会
員
先
行
受
付

　

８
月
３
日
（
土
）
午
前
９
時
～

○
等
伯
子
ど
も
な
ん
で
も
ク
イ
ズ
【
参
加
無
料
】

　

対
象　

小
中
学
生

☆
全
問
正
解
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
抽
選
で
、
等
伯
関
連
グ
ッ
ズ
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

個　

人

団　

体

一　

般

８
０
０
円

７
０
０
円

大
高
生

３
５
０
円

３
０
０
円

※
中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。

等
伯
展
関
連
催
し
色
々
♪

☝

⑩
◎
「
春
屋
宗
園
像
」
長
谷
川
等
伯

　
　
　
　

文
禄
３
（
１
５
９
４
）
年　

京
都
市
・
三
玄
院
蔵
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池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
語
る
も
の

　
　
　

～
池
田
文
夫
氏
愛
玩
の
逸
品
た
ち
～

 

７
月
６
日
（
土
）
～
８
月
４
日
（
日
）

【
七
尾
美
術
館
と
と
も
に
あ
る
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」】

　

近
年
、
特
に
高
い
人
気
を
ほ
こ
る
長
谷
川
等
伯
。
い
う

ま
で
も
な
く
地
元
出
身
の
巨
匠
で
あ
る
等
伯
は
、
当
館
に

と
っ
て
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
テ
ー
マ
で
あ
る
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
当
館
に
は
、
も
う
ひ
と
つ
重
要
な

「
顔
」
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
、こ
の
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
」
で
す
。

　
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
形
成
は
、
昭
和
63
年

（
１
９
８
８
）
に
七
尾
市
出
身
の
実
業
家
・
池
田
文
夫

氏
（
１
９
０
７
～
８
７
）
が
蒐
集
し
た
美
術
品
の
う
ち
、

１
２
５
点
が
七
尾
市
に
寄
贈
さ
れ
た
こ
と
を
発
端
と
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、平
成
７
年
に
当
館
は
開
館
し
ま
す
が
、

建
設
の
目
的
が
「
池
田
氏
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
所
蔵
・
展

示
す
る
」
こ
と
で
し
た
。
つ
ま
り
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

は
、
当
館
の
ス
タ
ー
ト
時
よ
り
す
で
に
深
く
関
わ
っ
て
い

る
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
池
田
家
皆
様
の
大
変
な
ご
厚
意
は
開
館
後
も

継
続
さ
れ
、
開
館
時
に
は
22
点
、
開
館
10
周
年
の
平
成
17

年
に
は
23
点
、
そ
し
て
開
館
15
周
年
に
先
立
つ
平
成
23
年

に
は
34
点
と
、
引
き
続
き
新
し
い
作
品
を
ご
寄
附
い
た
だ

き
ま
し
た
。「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
に
、
新
た
な
仲
間

が
加
わ
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。

　

作
品
の
増
加
に
従
っ
て
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
性
格
も
少

し
ず
つ
変
化
。
当
初
は
美
濃
ゆ
か
り
の
陶
磁
器
と
、
近
現

代
の
日
本
画
を
中
心
と
し
た
茶
道
美
術
品
と
し
て
の
色
合

い
が
強
い
も
の
で
し
た
。
そ
れ
が
新
寄
附
に
よ
り
、
九
谷

焼
や
肉
筆
浮
世
絵
、
近
現
代
の
木
彫
、
そ
し
て
近
年
で
は

根
来
な
ど
、
新
し
い
ジ
ャ
ン
ル
も
加
わ
り
、
幅
広
い
内
容

と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

つ
ま
り
、「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
は
、
七
尾
美
術
館

と
と
も
に
成
長
を
続
け
て
き
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
、

と
い
え
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

【
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
語
る
】

　

現
在
、「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」の
総
点
数
は
２
０
４
点
。

内
訳
は
工
芸
が
一
番
多
く
、
計
１
２
６
点
（
陶
磁
69
点
・

漆
工
39
点
・
金
工
７
点
・
竹
工
な
ど
11
点
）
で
す
。
次
に

絵
画
が
計
61
点
で
、
近
現
代
日
本
画
が
中
心
に
肉
筆
浮
世

絵
が
８
点
含
ま
れ
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
彫
刻
が
近
現
代
木

彫
を
中
心
に
11
点
、
書
が
６
点
と
な
り
ま
す
。

　

内
容
に
つ
い
て
は
、
池
田
氏
が
活
躍
し
た
岐
阜
県
美
濃

地
方
ゆ
か
り
の
各
作
品
を
中
心
に
、
出
身
地
・
石
川
県
関

連
の
品
々
な
ど
も
加
わ
り
、
多
彩
な
顔
ぶ
れ
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
個
性
的
な
作
品
を
み
て
い
る
と
、
作
り
手

た
ち
の
卓
越
し
た
技
量
や
セ
ン
ス
、
そ
し
て
制
作
へ
の
想

い
な
ど
を
、
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、
も
う
一
点
。
作
品
か
ら
は
、
代
々
の
所
有
者

た
ち
が
注
い
だ
「
愛
情
」
も
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
作

品
に
合
う
よ
う
に
き
ち
ん
と
用
意
さ
れ
た
仕
覆
や
包
み

布
、
箱
、
そ
し
て
、
律
儀
に
記
さ
れ
た
箱
書
や
整
理
番
号

な
ど
か
ら
は
、
代
々
作
品
を
所
有
し
て
き
た
人
び
と
、
そ

し
て
池
田
氏
の
作
品
に
対
す
る
あ
た
た
か
な
眼
差
し
が
、

ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ら
れ
る
の
で
す
。

　

現
在
、
私
た
ち
が
名
品
の
数
々
を
手
に
取
り
、
そ
し
て

鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
作
品
に
魂
を
込
め
た
作

り
手
た
ち
の
「
想
い
」
と
、
池
田
氏
を
は
じ
め
と
し
た
、

美
術
品
を
愛
し
て
や
ま
な
か
っ
た
所
有
者
た
ち
の
、「
想

い
」
の
賜
物
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

本
展
で
は
、「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」よ
り
工
芸
や
絵
画
、

彫
刻
な
ど
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。
各

作
品
を
鑑
賞
し
つ
つ
、
そ
こ
か
ら
発
せ
ら
れ
る
、
ゆ
か
り

の
様
々
な
人
た
ち
の
「
想
い
」
に
耳
を
傾
け
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
。

　
《
新
グ
ッ
ズ
紹
介
》

　
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
関
連
グ
ッ
ズ
に
、
新
た
な
顔

が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
絵
画
の
中
で
も
一
際
華
や

か
な
、「
近
代
日
本
画
家
色
紙
画
帖
」
か
ら
２
種
類
。
ぜ

ひ
こ
の
機
会
に
ど
う
ぞ
。

　
　

◇
観
覧
料

個　

人

団　

体

一　

般

３
５
０
円

２
８
０
円

大
高
生

２
８
０
円

２
２
０
円

※
中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。

「鯉図」福田平八郎

「織部鮑形向附」

クリアファイル　300円

扁額「對松軒」北大路魯山人

「木彫養老」関野聖雲

額
絵
（
２
種
類
）　

各
２
０
０
円



◇
第
３
展
示
室

◇
第
２
展
示
室

◇
第
１
展
示
室
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モ
ン
ト
レ
ー
・
ジ
ャ
ズ
・

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
ポ
ス
タ
ー
展

 

７
月
24
日
（
水
）
～
８
月
４
日
（
日
）

　

七
尾
市
の
姉
妹
都
市
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
モ
ン
ト
レ
ー
市
は
、
世
界
３
大
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
の
１
つ
で
あ
る
「
モ
ン
ト
レ
ー
・
ジ
ャ
ズ
・
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
（
Ｍ
Ｊ
Ｆ
）」
の
開
催
地
と
し
て
有
名
で
す
。

　

そ
の
モ
ン
ト
レ
ー
市
と
七
尾
市
和
倉
温
泉
観
光
協
会

が
、
ジ
ャ
ズ
を
通
し
て
の
友
好
を
目
的
と
し
て
、
平
成
元

年
に
「
モ
ン
ト
レ
ー
・
ジ
ャ
ズ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
イ

ン
能
登
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
今
年
も
７
月
27 

日
（
土
）

に
七
尾
マ
リ
ン
パ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
当
館
で
は
こ

れ
に
あ
わ
せ
、
モ
ン
ト
レ
ー
市
か
ら
七
尾
市
・
和
倉
温
泉

観
光
協
会
・
和
倉
温
泉
旅
館
協
同
組
合
へ
寄
贈
さ
れ
た
、

Ｍ
Ｊ
Ｆ
ポ
ス
タ
ー
50
枚
を
展
示
・
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
ポ
ス
タ
ー
は
、
１
９
６
３
年
か
ら
95
年
ま
で
の
間

に
ア
メ
リ
カ
の
作
家 EA

RL N
EW

M
A

N

氏
が
、
著
名

な
ジ
ャ
ズ
・
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
演
奏
す
る
姿
や
ト
ラ
ン
ペ
ッ

ト
な
ど
を
モ
チ
ー
フ
に
、
リ
ト
グ
ラ
フ
の
技
法
で
制
作
し

た
も
の
で
す
。

　

ジ
ャ
ズ
の
本
場
な
ら
で
は
の
、
躍
動
感
溢
れ
る
表
現
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

※
観
覧
料
は
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョン
が
語
る
も
の
」
展
と
共
通
料
金
で
す
。

石
川
県
立
歴
史
博
物
館 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
プ
レ
企
画
展
示

大
名
行
列
が
や
っ
て
き
た
！

　
　
　

～
優
品
に
み
る
加
賀
藩
～

 

９
月
21
日
（
土
）
～
10
月
27
日
（
日
）

　

石
川
県
立
歴
史
博
物
館
は
、
昭
和
43
年
（
１
９
６
８
）

開
館
の
郷
土
資
料
館
を
前
身
と
し
て
、
兼
六
園
に
隣
接
す

る
本
多
の
森
公
園
の
赤
煉
瓦
棟
を
改
修
、
昭
和
61
年
に
開

館
し
ま
し
た
。

　

建
物
自
身
が
貴
重
な
建
築
物
と
し
て
、
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
同
館
。
石
川
県
の
歴
史
や
文
化
を
広
く

紹
介
す
る
総
合
博
物
館
と
し
て
、
開
館
以
来
多
く
の
方
々

に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
年
で
26
年
が
経

過
し
、
施
設
の
老
朽
化
や
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
た
め
、
展
示
設
備
な
ど
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
を
行
う

こ
と
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

新
し
い
歴
史
博
物
館
の
オ
ー
プ
ン
予
定
は
、
平
成
27
年

の
春
。
そ
れ
ま
で
同
館
は
全
館
休
館
と
な
り
ま
す
が
、
そ

の
間
、
所
蔵
品
を
鑑
賞
し
た
い
と
い
う
要
望
に
応
え
る
た

め
、
県
内
３
会
場
（
小
松
市
立
博
物
館
・
石
川
四
高
記
念

文
化
交
流
館
・
当
館
）
で
「
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
プ

レ
企
画
展
」
を
順
次
開
催
、
同
館
所
蔵
の
優
れ
た
作
品
や

史
料
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
当
館
で
は
、「
加
賀
藩
」
が
テ
ー
マ
と
な
り

ま
す
。
前
田
利
家
以
来
、
江
戸
時
代
約
２
６
０
年
の
長
き

に
わ
た
っ
て
加
賀
・
能
登
・
越
中
を
統
治
し
た
加
賀
藩
。

百
万
石
の
大
藩
と
し
て
、
政
治
や
文
化
、
風
土
な
ど
多
方

面
に
わ
た
り
大
き
な
足
跡
を
遺
し
ま
し
た
。
現
在
の
石
川

県
は
「
加
賀
藩
」
を
基
礎
に
し
て
い
る
点
が
多
々
み
ら
れ
、

そ
れ
は
「
加
賀
百
万
石
」
と
い
う
言
葉
が
、
石
川
県
の
シ

ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
も
表
れ
て
い
ま
す
。

　

本
展
で
は
、
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
の
貴
重
な
所
蔵
品

よ
り
、「
太
平
の
世
と
武
士
」「
華
ひ
ら
く
技
と
美
」「
景

勝
と
く
ら
し
」
の
３
本
柱
（
予
定
）
で
、
加
賀
藩
ゆ
か
り

の
品
々
を
展
示
し
ま
す
。

　

ま
た
、
会
期
中
は
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
特
別
講
演
会

や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
も
開
催

予
定
で
す
の
で
お
楽
し
み
に
。

同
時
開
催

漆
の
美
～
「
ジ
ャ
パ
ン
」
と
い
う
名
の
工
芸
～

　

日
本
人
と
漆
と
の
関
わ
り
は
古
く
、
そ
の
歴
史
は
縄
文

時
代
に
ま
で
遡
る
と
い
い
ま
す
。生
活
用
具
の
み
な
ら
ず
、

美
術
工
芸
品
に
も
幅
広
く
取
り
入
れ
ら
れ
て
き
た
漆
は
、

私
た
ち
に
必
要
不
可
欠
な
存
在
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

本
展
で
は
、「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
な
ど
当
館
所
蔵

品
よ
り
、
様
々
な
漆
芸
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

◇
共
通
観
覧
料

個　

人

団　

体

一　

般

３
５
０
円

２
８
０
円

大
高
生

２
８
０
円

２
２
０
円

※
中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。

「1993年　Diz」

「根来春日卓」
（池田コレクション）

「千鳥蒔絵香合」松田権六
（池田コレクション）

「能登国採魚図絵」石川県指定文化財

「
浅
葱
糸
威
五
枚
胴
具
足
」
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市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
催
し
物
案
内

　
　

第
18
回　

七
尾
日
創
展

	

７
月
18
日
（
木
）
～
21
日
（
日
）

	

但
し
、
初
日
は
午
後
１
時
か
ら

	

最
終
日
は
午
後
４
時
00
分
ま
で

　

公
募
に
よ
り
県
内
外
か
ら
出
品
さ
れ
た
日
本
画
を
中
心

と
す
る
絵
画
約
60
点
を
展
示
し
ま
す
。
若
さ
に
満
ち
た
作

品
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
の
充
実
し
た
作
品
ま
で
、
個
性
あ
ふ
れ

る
作
品
を
お
た
の
し
み
く
だ
さ
い
。

主　

催　

日
創
会

連
絡
先　

三
宅
厚
史　
　

☎
０
７
６
７
（
77
）
１
３
６
８

　
　

第
19
回　

七
尾
美
術
作
家
協
会
展 

 

７
月
13
日
（
土
）
～
15
日
（
月
・
祝
）

	

最
終
日
は
午
後
４
時
00
分
ま
で

　

協
会
員
90
名
が
日
本
画
・
洋
画
・
彫
刻
・
工
芸
・
書
・

写
真
の
６
部
門
に
わ
た
り
、
近
作
を
展
示
発
表
し
ま
す
。

一
部
６
部
門
に
よ
る
特
別
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し

た
。
個
性
的
な
作
品
を
ぜ
ひ
ご
高
覧
く
だ
さ
い
。

主　

催　

七
尾
美
術
作
家
協
会
（
会
長　

吉
田　

隆
）

連
絡
先　

七
尾
美
術
作
家
協
会
事
務
局　

内
藤
雄
鵬

☎
０
７
６
７
（
52
）
４
７
５
５

ア
ー
ト
ホ
ー
ル
催
し
物
案
内

　

健
康
で
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
講
演
会

　
　
「
自
然
治
癒
力
を
グ
ン
と
高
め
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」 　

 

７
月
13
日
（
土
）　

開
演　

午
後
１
時
00
分

　

世
界
農
業
遺
産
に
沿
っ
た
文
化
、
伝
統
を
継
承
し
つ
つ

｢

心
豊
か
な
人
間
性｣

を
形
成
し｢

生
き
る
力｣

を
高
め
、
地

域
力
の
活
性
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
共
に
考
え
る
機
会
と

し
て
開
催
い
た
し
ま
す
。

主　

催　

自
然
農
法
を
楽
し
む
会
の
と

連
絡
先　

村
田
正
一　
　

☎
０
７
６
７
（
53
）
３
９
１
４

　
　

ピ
テ
ィ
ナ
・
ス
テ
ッ
プ

 

７
月
21
日
（
日
）　

開
演　

午
前
10
時
00
分

　

ピ
テ
ィ
ナ･

ス
テ
ッ
プ
は
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
ま

た
、
ピ
ア
ノ
を
始
め
た
ば
か
り
の
方
か
ら
指
導
者
ま
で
、

ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
る
公
開
ス
テ
ー
ジ
で
す
。

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
先
生
を
お
迎
え
し
、
直
筆
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

主　

催　

全
日
本
ピ
ア
ノ
指
導
者
協
会
（
ピ
テ
ィ
ナ
）

連
絡
先　

平
島
紀
子　

☎
０
９
０-

１
１
１
０-

８
７
２
４

　

第
11
回　

石
川
県
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル

　
　

課
題
曲
に
よ
る
公
開
レ
ッ
ス
ン

 

７
月
28
日
（
日
）　

開
演　

午
後
１
時
00
分

　

８
月
17
日
（
土
）、
18
日
（
日
）
に
行
わ
れ
る
ピ
ア
ノ

コ
ン
ク
ー
ル
の
課
題
曲
に
よ
る
公
開
レ
ッ
ス
ン
で
す
。
講

師
は
桐
朋
学
園
大
学
音
楽
学
部
特
別
講
師
の
辻
井
雅
子
先

生
（
同
コ
ン
ク
ー
ル
実
行
委
員
長
）
で
す
。

入
場
料　

１
，
５
０
０
円

主　

催　
石
川
県
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
実
行
委
員
会

連
絡
先　

同
実
行
委
員
会
事
務
局
（
ミ
ヤ
コ
音
楽
堂
内
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
７
６
７
（
53
）
０
０
０
１

　
　

等
伯
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

 

８
月
24
日
（
土
）　

開
演　

午
後
１
時
30
分

　

｢

静
か
さ｣

と｢

強
さ｣

そ
し
て
「
や
さ
し
さ
」
と
、
能
登

七
尾
の
ヒ
ー
ロ
ー
画
聖
・
長
谷
川
等
伯
。｢

等
伯
に
寄
す
」

ジ
ャ
ズ
音
楽
と
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
！ 

主　

催　

七
尾
エ
ン
ヤ
ワ
ッ
シ
ョ
イ
街
巡
り
実
行
委
員
会

連
絡
先　

春
木　

憲　
　

☎
０
７
６
７
（
53
）
０
０
０
５

等
伯
と
Ｏ
Ｅ
Ｋ　

 

時
代
を
超
え
た
共
演

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
金
沢
設
立
25
周
年
記
念

　
　

県
内
縦
断
コ
ン
サ
ー
ト
七
尾
公
演

 

９
月
８
日
（
日
）　

開
演　

午
後
２
時
00
分

　

設
立
25
周
年
を
記
念
し
て
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
金
沢
の
メ
ン
バ
ー
が
、
七
尾
出
身
、
長
谷
川
等
伯
の

作
品
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
ト
！　

メ
ン
バ
ー
が
選
曲
し
た
ク
ラ

シ
ッ
ク
と
等
伯
の
作
品
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

主　

催　
（
公
財
）
石
川
県
音
楽
文
化
振
興
事
業
団

申　

込　

８
月
10
日
（
土
）　

午
前
10
時
か
ら
七
尾
美
術

館
、石
川
県
立
音
楽
堂
チ
ケ
ッ
ト
ボ
ッ
ク
ス（
金

沢
）
に
て
整
理
券
配
付
。

連
絡
先　

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
金
沢
事
務
局

☎
０
７
６
（
２
３
２
）
０
１
７
１

　
　

第
９
回　

メ
ロ
デ
ィ
ー
パ
レ
ッ
ト　
　
　
　
　

　

 　
　

 

９
月
29
日
（
日
）　

開
演　

午
後
１
時
30
分

　

１
部
は
小
学
生
か
ら
高
校
生
の
皆
さ
ん
に
よ
る
、
そ
れ

ぞ
れ
の
個
性
を
活
か
し
た
ピ
ア
ノ
独
奏
の
世
界
を
、
２
部

は
人
と
の
和
を
大
切
に
し
た
連
弾
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、
合

唱
等
、
楽
し
い
世
界
を
ど
う
ぞ
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

主　

催　

石
田
ゆ
か
り
門
下
生　

連
絡
先　

石
田
ゆ
か
り　

 

☎
０
７
６
７
（
53
）
４
６
２
８

入
場
無
料

要
整
理
券

入
場
無
料

要
整
理
券

貸
館
催
し
物
案
内

入
場
無
料

入
場
無
料

入
場
無
料
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祝
♪
安
部
龍
太
郎
氏

 　
　
　

小
説
「
等
伯
」
直
木
賞
受
賞

◆
今
年
１
月
16
日
、
第
１
４
８
回
直
木
賞
に
、
安
部
龍
太

郎
氏
の
『
等
伯
』
が
め
で
た
く
選
ば
れ
ま
し
た
。
出
版
前

の
新
聞
連
載
で
は
、
珠
洲
市
出
身
の
西
の
ぼ
る
氏
が
挿
絵

を
手
掛
け
ら
れ
ま
し
た
。
題
材
に
「
等
伯
」
を
薦
め
た
と

い
う
だ
け
あ
っ
て
、
独
特
の
色
調
や
構
図
が
物
語
と
ぴ
っ

た
り
合
っ
て
、
等
伯
の
世
界
に
よ
り
引
き
込
ま
れ
た
方
も

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

◆
５
月
５
日
に
は
当

館
で
開
催
中
の
「
長

谷
川
等
伯
一
門
と
能

登
」
展
に
併
せ
て
、

安
部
氏
、
西
氏
、
当

館
的
場
学
芸
員
と
の

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

が
開
催
さ
れ
、
小
説

に
も
出
て
く
る
作
品

を
見
な
が
ら
、皆
さ
ん
興
味
深
く
聴
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
夕
方
に
は
関
係
者
ら
に
よ
る
受
賞
記
念
祝

賀
会
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

そ
の
席
で
は
、
な
ん
と
中
央
の
セ
リ
か
ら
安
部
氏
と
奥

様
が
二
人
並
ん
で
登
場
す
る
シ
ー
ン
が
あ
り
、
照
れ
た
お

二
人
の
姿
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

★
安
部
氏
、
西
氏
の
お
陰
で
、
当
館
に
は
全
国
か
ら
「
新

た
な
等
伯
フ
ァ
ン
」が
来
館
さ
れ
て
い
ま
す
。
安
部
さ
ん
、

西
さ
ん
に
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
改
め
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
回
は
、『
友
の
会
鑑
賞
の
旅
』
が
ス
タ
ー
ト
し
て
以

来
初
、特
別
企
画
と
し
て
漆
芸
作
家
の
山
岸
一
男
先
生（
輪

島
市
在
住
）
を
ゲ
ス
ト
に
お
迎
え
し
て
、
三
重
県
伊
勢
市

へ
向
か
い
ま
し
た
。

　

予
定
時
刻
ぴ
っ
た
り
の
午
前
５
時
に
美
術
館
を
出
発
。

早
朝
と
は
い
え
、
す
っ
か
り
夜
は
明
け
、
青
空
の
広
が
る

さ
わ
や
か
な
天
気
の
旅
行
日
和
で
す
。

　

バ
ス
車
中
で
は
、
伊
勢
の
神
宮
公
式
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
視
聴
や

式
年
遷
宮
に
関
す
る
解
説
が
あ
り
、
山
岸
先
生
か
ら
漆
芸

作
品
制
作
に
ま
つ
わ
る
興
味
深
い
お
話
し
（
制
作
工
程
や

仕
事
場
で
の
様
子
）
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
先
生

は
漆
芸
作
家
と
し
て
、『
後
継
者
を
育
て
る
』
こ
と
に
も

力
を
注
が
れ
て
い
る
こ
と
や
、
昨
年
、
紫
綬
褒
章
を
受
章

さ
れ
た
こ
と
に
も
触
れ
「
今
ま
で
制
作
を
続
け
る
こ
と
が

で
き
た
の
も
家
族
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
」
と
一
緒

に
ご
参
加
下
さ
っ
た
奥
様
へ
さ
り
げ
な
く
感
謝
の
気
持
ち

を
伝
え
る
姿
が
と
て
も
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

　

移
動
時
間
短
縮
を
図
り
コ
ー
ス
変
更
を
し
た
甲
斐
あ
っ

て
、
１
時
間
早
く
目
的
地
付
近
に
到
着
。
急
遽
訪
問
順
序

を
変
更
し
、
ま
ず
は
伊
勢
神
宮
・
外
宮
へ
向
か
う
こ
と
に
。

　

到
着
し
て
す
ぐ
に
神
宮
関
係
者
の
方
が
バ
ス
駐
車
場
ま

で
迎
え
に
来
て
下
さ
い
ま
し
た
。『
式
年
遷
宮
記
念　

せ

ん
ぐ
う
館
』
内
に
お
い
て
伊
勢
神
宮
や
式
年
遷
宮
に
つ
い

て
、
ま
た
、
様
々
な
御
装
束
神
宝
や
神
宮
の
お
祭
り
な
ど

に
つ
い
て
丁
寧
に
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
下
さ
り
、「
現

代
日
本
に
お
け
る
美
術
工
芸
の
粋
が
結
集
し
た
御
装
束
神

宝
に
感
嘆
、
感
動
し
ま
し
た
」
と
参
加
者
か
ら
の
言
葉
が

あ
り
ま
し
た
。
好
天
の
５
月
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
参
拝

者
で
賑
わ
う
中
、
参
加
者
全
員
で
外
宮
（
豊
受
大
神
宮
）

に
参
拝
を
し
ま
し
た
。
再
び
バ
ス
に
乗
り
昼
食
先
の
宮
内

庁
・
神
宮
司
庁
御
用
達
『
割
烹
・
大
喜
』
へ
。

　

内
宮
へ
は
予
定
よ
り
早
く
到
着
し
た
た
め
自
由
時
間
を

設
定
し
ま
し
た
。
お
は
ら
い
通
り
・
お
か
げ
横
丁
に
向
か

う
方
、
御
守
り
購
入
に
神
楽
殿
へ
向
か
う
方
…
ど
ち
ら
へ

向
い
て
も
参
拝
者
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。鳥
居
の
前
で
は「
お

白
石
持
ち
行
事
」に
向
け
て
の
木
遣
り
奉
納
が
あ
り
、と
っ

て
も
賑
や
か
！
宇
治
橋
を
渡
り
、
木
立
の
生
い
茂
っ
た
参

道
を
進
む
と
、
と
て
も
清
々
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

内
宮
（
皇
大
神
宮
）
に
参
拝
し
た
後
、
神
楽
殿
へ
。
雅
楽

の
調
べ
、
巫
女
に
よ
る
倭や
ま
と

舞ま
い

が
素
晴
ら
し
く
、
ま
る
で
異

次
元
空
間
に
い
る
よ
う
…
。
参
加
者
も
な
ん
と
も
い
え
な

い
穏
や
か
な
表
情
で
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
余
韻
に
浸

り
つ
つ
名
残
惜
し
い
気
持
ち
を
こ
ら
え
て
帰
途
へ
つ
き
ま

し
た
。

　

お
陰
様
を
も
ち
ま
し
て
参
加
者
皆
様
ご
協
力
の
も
と
、

旅
を
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
山
岸
一
男
先
生
、
神
宮
関
係
者
の
方
々
に
心
よ
り
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

   

第
14
回
　
石
川
県
七
尾
美
術
館

　
　
　       

友
の
会
鑑
賞
の
旅
を
終
え
て

せ
ん
ぐ
う
館

五
十
鈴
川
御
手
洗
場

正
宮
（
内
宮
）
前

５月５日の「長谷川等伯一門と能登」
展示室、ギャラリートークの様子 ( 左
から安部氏ご夫妻、西氏、的場学芸員 )。



855　石川県七尾市小丸山台１丁目１番地
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http://nanao-art-museum.jp

石川県七尾美術館だより 第74号（夏号）

平成24年度 春の展覧会予定

　◆第１・2・3展示室 　◆第１・2展示室

「2013
イタリア・ボローニャ国際絵本原画展」

平成25年11月8日㈮～ 12月15日㈰
会期中無休

　イタリアの古都ボローニャで毎年開催される、絵
本原画コンクールの入選作品を紹介します。世界中
から応募があり、今年は23カ国77作家が選ばれまし
た。５枚１組で構成されるイラストはバラエティ豊
かで個性に溢れています。
　今回の特別展示「ボローニャ発世界へ‐絵本作家
たちの挑戦」では、ボローニャ・ブックフェアでの
編集者との出会いから絵本を出版した、日本人作家21
人の絵本と原画を紹介します。人気作家、三浦太郎
の特集展示もあり、６タイトルの原画を展示します。
　印刷された絵本からは感じることのできない原画
の魅力をお楽しみください。

「綾部・その自由な意匠
　　　　　　　　～池田コレクションから～」

「古美術絵画展 ～祈りの美術を中心に～」
平成25年12月21日㈯～平成26年2月16日㈰

　第１展示室では、当館所蔵の池田コレクションか
ら、織部の茶碗・向附・鉢・徳利など約25点を展示
します。
　第２展示室では、古美術絵画
の中から祈りに関連する仏画な
どを中心に、約20点を紹介します。
　※長谷川派の作品も展示します。

◎次号・第75号（秋号）は10月１日発行予定です。

◆７月〜９月の休館日◆
７月　１, ５, ８, 16, 22, 29
８月　５〜９
９月　17〜20, 24,

◆開館時間◆
午前9:00〜午後5:00
　（入館は午後4:30まで）『Lonely Pippo』刀根里衣（日本） 『くっついた』（こぐま社）より 三浦太郎

『Table Mountain's Holiday』
Lucy Stuart-Clark（南アフリカ共和国）

「織部沓形茶碗」
当館蔵（池田コレクション）

「愛宕権現図」
長谷川信春（等伯）　当館蔵

ボランティアしてみませんか？
お客様が鑑賞しやすいように目配りしていただき、時には、
マナーについての声掛けなどもしていただいています。
現在40名の皆さんが楽しく、無理なく
活動しておられます。
詳しくはお電話で。どうぞお気軽にお問
い合わせください。

場所：七尾美術館の展示室内
活動：９時〜13時と13時〜17時（半日交替）

　  石川県七尾美術館友の会

　会 員 募 集 中！
会員の特典は…
① 美術館だよりの郵送
② 当館主催展覧会観覧料の割引
③ 喫茶室利用料金の割引
④ 特別企画展開会式へご招待(無料)
　　　　　　　など、ほかにもいろいろ。
年度会費は1,000円です。ぜひご入会ください！

昨年の等伯展開会式


